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「参考」Unu 国の水（演習）（７月会合資料） 

※演習用資料の仮訳 
（１）Unu という国 

Unu は、どこか遠く離れた所にある国である。Unu のフルネームは Unupacha である。そ

れは、現地語での水の土地を意味する。その名前は、国の水の豊富さによるものではなく、

むしろ水が Unu の住民にとって非常に重要であると思われていることによるものである。 

Unu は比較的小さい国である。総面積は 16,000 km2 で、住民の人口は 6.25 万人である。

Unu の経済は非常に多様化している。農業、畜産業、林業の活動は国内総生産（GDP）の約

17％を占めており、経済活動人口の 25％が従事している。製造業は GDP の約 23％を占めて

おり、活動人口の 13％が従事している。 

水に関しては、同国は、年間平均で 800 ㎜というかなりの量の雨量に恵まれている。さ

らに、隣接する上流の国から 1 年あたり 10 億 m3 の水が Unu へ流れ込む。水管理のために、

国は、下図に示すような 4 つの水管理地域に分割される。1 つの地域だけが海に接してい

る。国は、800km の海岸線を持っている。主として、下水道に集められた全ての廃水が Unu

の河川及び水路へ排出される前に適切に処理されるとは限らないという事実が原因で、と

りわけ東部地域には汚染の問題がある。 

水は、465,000ha のトウモロコシやサトウキビの作物を潅漑し、住民に飲料水を提供し、

火力発電所の冷却用はもちろん、様々な産業で使用するために、帯水層と地表水塊から取

水される。 

飲料水の供給に使用する陸水資源の取水を補うため、沿岸地域に、海から水を取水する 1

棟の海水脱塩プラントがある。加えて、電力を生産するために河川の水を使った「河川流

水型 84」水力発電所がいくつかある。人口の 86%は飲料水供給ネットワークに、75%は下水

道に接続している。 

過去 5 年間、干ばつが Unu 政府に深刻な懸念を投げかけている。地方のいくつかの都市

が水不足を経験した。農家は、その年の最も重要な数週間に灌漑用水が不足したために、

自分の田畑の生産性が急激に減少するのを見てきた。また、政府は、Unu の住民に水と衛

生のユニバーサルアクセスを提供しようとしている。それには、帯水層と地表水塊からの

さらなる水量だけでなく、上下水道ネットワークを拡大するための投資が必要である。 

水資源省（UMWR）、気象庁（MeteoU）、中央統計局（CBSU）は、政府が地域に持続可能な

水を確保するため、適所に配置するであろう新たな水政策の設計と評価において政府を支

援する水情報システムを構築する権限を与えられた。 

UMWR、MeteoU 及び CBSU は、水勘定と統計基準に基づく新たな水情報システムを設計す

る作業部会を設置した。各機関は、その管轄領域のデータの品質に責任を負っている。 

 

以下の演習は、複雑さを増しているモジュール式の手法を用いて、新たな情報システム

を作成するために作業部会により分析された様々な一連の情報を示したものである。 

必要に応じて、新たな情報が提供される。 

                                                   
84  “河川流水型”は、貯水が必要でないことを意味する。従来の水力発電所とは異なり、“河川流水

型”発電所は、それが回転する前に水を貯めておく人工貯水池を必要としない。“河川流水型”水力
発電所は、例えばドナウ川、ナイル川といった、大きな安定した流れの河川において一般的である。 
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図-1 4 つの水管理地域を示す Unupacha の地図 

 

（２）水勘定の作成モジュール 

モジュール I：経済における水循環の基本的了解事項 

起点は、どれだけの水が環境から取水され、どれだけの水が環境に返るかを測定するこ

とを可能にする、経済における水循環である。この情報によって、次のモジュールでは、

水循環のより完全な理解が求められるであろう。 

ほとんどの農場に水を供給する灌漑区域は、Unu の河川や湖、人工貯水池から年間 14 億

3,600 万 m3 を取水していると推計される。取水された水の約 22%は、田畑へ水を運ぶ運河

で失われる。 

自分で使うため取水する自営農家もある。自営農家による地表水塊からの取水は年間 3

億 4,500 万 m3 (hm3/年)と推計される。また、地下水の取水は年間 155 hm3 である。取水さ

れた総水量の約 10％は、田畑に到達する前に失われる。いくつかの田畑は、Unu の下水道

で回収された処理済み廃水のうちの 40 hm3/年で潅漑されている。 



229 
 

水道事業 は、Unu の都市に飲料用水を供給するために、地表水塊の 420 hm3/年と地下水

の 200 hm3/年を取水する。水道事業はさらに、地表水塊と地下水の取水を補うため、海水

の 39 hm3/年を淡水化している。190 hm3/年の水が、水供給ネットワークの漏れが原因で失

われていると推計される。350 hm3/年の水が家庭に提供され、残りがネットワークに接続

している他の使用者に提供されると推計される。 

水供給ネットワークに接続していない企業は自分の井戸を持っており、地下水の約 83 

hm3/年を取水している。 

Unu には冷却のために 650 hm3/年の地表水塊を取水する火力発電所がある。19,600 hm3/

年の水を回転させる水力発電所もある。 

注: 1hm3 = 100 万 m3= 1 ギガリットル= 1GL。   

 
モジュール II： 自然な水循環の基本的了解事項 

MeteoU（気象庁）によれば、Unu における平均降水量は 800 ㎜/年である。それは体積だ

と年間 128 億 m3(hm3/年)の水に相当する。これは、平均降水量と国の総面積を乗算した結

果である（800 ㎜/年×16,000 km2×1/1,000 hm3/km2/㎜）。UMWR（水資源省）は、降水量の

20％が表面に溢出し、5％が帯水層に浸透、残りは蒸発するか、あるいは植物により発散さ

れる。 

これは、国の蒸発散の総量が降水の総量の約 75％であることを意味する。 

さらに、上流地域から Unu に 1,000 hm3/年の地表水塊をもたらす、国境を越えた河川も

ある。 

別の越境河川は、Unu から下流の国々に 700hm3/年流れ込んでいる。 

 

モジュールⅢ： 貨幣的供給・使用表 

Unu 中央統計局（CBSU）は、Unu におけるさまざまな産業の貨幣的情報を収集する。水

勘定を編集する目的で、情報は、下記のように産業の 5 つのグループに集約されている。

Unu で使用される貨幣的通貨は kulki である。量は kulkis の何十億(bk)で表される。 

このモジュールを簡単にするため、貨幣的な量は全て基本価格(それらは、生産物に課

される税、輸入税、商業マージン及び控除不可能な付加価値税[VAT]を除外するが、生産物

に対する補助金を含んでいる)で表される。 

 

モジュール IV： 税及び商業マージンの算入 

前のモジュールでは、供給・使用表の値が両方とも基本価格であったため、粗付加価値

（GVA）を算出することができなかった。しかし、GVA は、基本価格による産出と、購入者

価格による中間消費から算出される。 

実際には、生産に関する調査から集められるデータは基本価格であるが、消費に関する

データは購入者価格である。これは通常、生産者が、生産物の税や商業マージン等を除い

た、生産した財・サービスに対する支払を受け取っているためであるが、消費者は、税や

商業マージン等を含む財・サービスの料金を支払っている。したがって、まず基本価格に

よる供給表を、そして次に購入者価格による使用表を構築することがより容易である。 
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また、追加データは、生産物に課される税金と補助金、商業マージン、輸送マージンに

関して利用可能である。情報は、生産物の各グループごとに、対応する輸入税、商業・輸

送マージン、生産物に対する補助金を差し引いた税、控除不可能な付加価値税（VAT）を示

した評価表の形で表示される。 

 

モジュール V： 水供給と下水処理に関する貨幣的情報 

前のモジュールは、飲料水供給と下水処理産業に関する情報を含んでいた。上述の支出

に加えて、以下に記す支出に関する情報がある。 

以下の費用は、飲料水業界用のものである： 

• 賃金、給与、雇主の社会負担の支払に 2.0 bk。 

• 湖、貯水池、河川及び帯水層からの水の取水のための政府への使用料の支払に 0.4 bk。 

また、業界が 2.1bk/年の資本支出(総固定資本形成)を有することが判明した。さらに、

毎年の水インフラ(水道管、ポンプ、処理施設等）の固定資本減耗（減価償却と同様の概念）

は 2.2 bk と推計される。 

Unu の中央政府は、貧しい家族が水道代を支払うのを援助するために補助金を提供して

いる。Unu の世帯に提供される補助金の合計額は 1.0 bk/年と推計される。加えて、政府は

様々な営業費用の支払いを支援するために、水道事業に 0.9bk/年を移転している。 

以下の費用は、下水道業界用のものである： 

• 賃金、給与、雇主の社会負担の支払に 1.5 bk/年。 

• Unu の湖や河川、貯水池へ廃水を排出するための汚染税の支払に 0.2 bk/年。 

• 借入金の利息の支払いのために 0.1 bk/年受け取っている。借入金は 4bk で、資本を減

少させるために毎年 0.2 bk/年を支払っている。 

業界は 1.0 bk/年の資本支出（総固定資本形成）を有している。また、毎年の下水道イ

ンフラ（下水管、下水処理場、ポンプ、電気設備…）の資本減耗は 1.3 bk と推計される。 

 

モジュール VI： 物的供給、使用、資産表 

モジュールＩと II で示されたダイアグラムは、資産勘定だけでなく、物的供給・使用

表を構築するのにも有用である。 

 

モジュール VII： 水系汚染 

Unu におけるさらなる懸念は、水質汚染である。このモジュールでは、簡単にするため、

5 日間の生物化学的酸素要求量（BOD5）によって測定された有機汚染のみを考察する。家

計や産業から排出される廃水は、有機汚染物質を大量に含んでいる。汚染物質のいくらか

は、下水道で収集された後に下水処理場で除去される。汚染の残りは陸水資源や海に放出

される。 

 

モジュール VIII： 基本指標 

Unu の水勘定で編集された情報は、多種多様な指標を開発するのに役立つ。水の物量に

関連する指標、貨幣的指標、汚染指標、及び物的・貨幣的情報を組み合わせた指標がある。 
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以下の演習は、様々な指標がどのように計算されるかを例示するものであるが、政策目

的のための解釈と使用は、このモジュールで説明されていない。より詳細な説明は、ガイ

ドラインの第 4 章に示されている。 

 

モジュール IX： 動態的作用 

前のモジュールで編集された情報は、通常、照会される特定の年の、単一の時点を参照

する。しかしながら、時間を通じて何が起こるか理解することが勘定の主要な特徴であり、

それは予測や、異なる変数でシナリオを調査するために使われるかもしれない。時系列は

傾向の識別を可能にする。 

 

モジュール X： 勘定への追加項目 

Unu の予備的な水勘定は、様々な政府機関や一般市民に好評であった。Unu 水資源省

（UMWR）は、より多くの詳細情報を加えることで勘定を改善できると考えた。UMWR は、以

下の情報を備えた Unu の水収支を公表した。 

・国の 4 つの帯水層地域の水収支は、帯水層への浸潤が年間 6 億 4,000 万 m3（hm3/年）で

あったことを示す。 

 経済から帯水層へ戻ってくるのは、752 hm3/年と推計された。また、乾季の間、154 hm3/

年の水が帯水層から河川に流れ込み、それは一年中若干の水で Unu の多くの河川を維持し

ていると記載されている。海への流出は、800 hm3/年と推計された。 

・国内の 25 のダムの一覧表は、貯水池に直接降る降水量が 80 hm3/年、蒸発が 40 hm3/年、

河川からの流入が 2,160 hm3/年、河川への流出が 100 hm3/年、取水が 2,151 hm3/年であっ

たことを示す。貯水池の貯留水は、800 hm3 であると推計される。 

・国内の 10 の湖の一覧表は、湖への降水量が 110 hm3/年、蒸発が 70 hm3/年、河川からの

流入が 1,700 hm3/年、河川への流出が 1,000 hm3/年、湖からの取水が 700 hm3/年であった

ことを示す。 

 湖の貯留水は、1,100 hm3 であると推計される。さらに、Unu の全ての水力発電所が、水

を貯めておく貯水池を必要としない小型の“河川流水型”発電所であることに言及するの

も重要である。これは水力発電所で回転する全ての水が河川から来ていることを意味して

いる。 
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１．６ SEEA 会合におけるサブ勘定（水・エネルギー）の事例 

1.6.1 SEEA 会合での発表資料（水とエネルギー） 

 

表-1 SEEA 会合での発表資料 

年 月 会合名称 国 資料名 

2014 6 第９回国連環境経済勘定専門家委員会 
ブラジル 1.ブラジルにおける SEEA の実施 

：水勘定と土地利用変化勘定 

 2 

カリブ共同体地域において 2008SNA、

2012SEEA と補助統計を実施するための

開発プログラム 

カナダ 2.カナダのエネルギー・フロー勘定 

3.カナダの水フロー勘定 

2013 11 
第 19 回環境勘定ロンドン・グループ会

合 

ドイツ 4.ドイツのエネルギー・フロー勘

定：応用編 

 9 

南アメリカ地域において 2008SNA、

2012SEEA と補助統計を実施するための

開発プログラム 

ブラジル 5.ブラジルの水資源報告（全国セミ

ナー） 

6.ブラジルの水資源報告（地域セミ

ナー） 

カナダ 7.カナダのエネルギー・フロー勘定 

○３は第１回研究会に提出 
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Mineral products (excl. water) CPC 11-17 10 10
Manufactured products, CPC 21-49 34 34
Electricity, CPC 6911 4 2 18 24
Water ("drinking"), CPC 18-A 7 7
Water ("irrigation"), CPC 18-B 3 3
Sewerage, CPC 94110 6 6
Construction, CPC 53-54 18 18
Wholesale and retailing, CPC 61-69, excl. 6911 13 13
Other services, CPC 71-99, excl. 94110 3 18 21
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Agricultural products, CPC 01-04 3 4 2 9 17 1 6 33
Mineral products (excl. water) CPC 11-17 1 3 4 2 9 15
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Electricity, CPC 6911 2 1 3 2 1 1 2 3 2 17 7 24
Water ("drinking"), CPC 18-A 1 1 2 4 6
Water ("irrigation"), CPC 18-B 3 3 3
Sewerage, CPC 94110 2 1 3 3 6
Construction, CPC 53-54 1 1 17 18
Wholesale and retailing, CPC 61-69, excl. 6911 0 0
Other services, CPC 71-99, excl. 94110 1 4 2 7 13 2 22

11 2 13 7 3 2 2 9 8 5 62 73 30 4 24 193
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○２と７は同じ資料 
○５と６は同じ資料 
○１の水勘定は５と一部重複 
 
1.6.2 ブラジルの水資源報告 

（１）水資源報告の公表 

・2009 年と 2013 年にブラジル水資源報告を公表 

・補完年である 2010、2011、2012、2014 年に更新した年次版を公表 

 
（２）2013 年レポートの状況 

・情報を割り当てる複雑なプロセスにおける複数機関の協力を統合した結果である 

・Federal-SRHU/MMA, Inmet, DNOCS, SBF/MMA, Ibama/MMA, ICMBio/MMA, IBGE 

・50 以上の州の水資源と環境機関 

・2008 年水供給と衛生の全国調査 

－PNSB、2010 年人口統計国勢調査（IBGE）、2006 年農業と家畜の国勢調査（IBGE）を使

用 

・河川流域計画（ (MDA, Verde Grande, Doce, Tocantins-Araguaia e Paranaíba) と、ア

トラスブラジル（都市の水供給）の結果を使用 

 
（３）水資源の概要 

①表層水の利用可能性 
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②人工貯水池 

貯水池 => 乾季/治水/水力/その他で使用する水を保証するため、雨季に水をストック

する。 

 

 
③最新の消費需要 
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（４）SEEA の実施（水に関する環境経済データの紹介） 

①背景 

・省庁間条例 No236/2012 - 水の環境経済勘定（IBGE、ANA と SRHU/MMA）のための委員会

を設置 

・ゴール - 水の国内環境経済勘定を評価する 

・IBGE、ANA と SRHU/ MMA 間の会合（2012-2013） 

・水統計に関する国際勧告（IRWS）の分析 

・水の国家環境経済勘定の評価に必要な制度的枠組みの識別 

・2013 年 8 月に実施された改善点：作業計画及び時系列データ 

②最終コメント 

・ブラジルは 20 年以上 IWRM アプローチを実施している 

・国家水資源管理システムは、1997 年に作成された（制度的ネットワーク·アプローチ） 

・国家水資源計画は 2006 年に承認され、国家水協議会が 2010 年に改正された 

・最初のブラジルの水資源報告書は 2009 年に編集され、年々改良されてきた。それは、

SEEA-Water 実施プロセスの重要な支えとなる。 

・2012 年に IBGE-SRHU/MMA-ANA により調印された協定は、ブラジル SEEA-Water プロジェ

クトへの重要なステップであった。 

・国連 DESA のサポート（水統計や水の環境経済勘定、方針等の国際勧告）は、ブラジル

SEEA-Water プロジェクトの成功のために不可欠である。 
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